
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

サポートルーム 

（特別支援教室） 

教室案内 

サポートルーム 

（特別支援教室） 

大田区立小池小学校（拠点校） 

 大田区上池台２－２２－７ 

電  話 ０３（３７２９）５１０１ 

 



Ⅰ 特別支援教室とは  

    

      
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童一人一人が、 

本来の力を発揮できるようにするための

教室です。 



Ⅱ 入室の手続き 

サポートルームへの入室手続きは、以下の手順でおこなわれます。 

 

① 保護者が在籍校と相談のうえ、就学相談室（教育センター）へ特別支援教室への入室相談の申

し込みをします。（事前に心理検査を受けている場合は、結果のコピーを申し込みと一緒に送付

します。） 

② 就学相談室で保護者・児童と面接のうえ、児童の心理検査を行います。 

③ 保護者、学校、特別支援教室で日程調整をし、児童の入室体験をします。 

④ 在籍校、設置校、就学相談室、または医療機関からの関係資料により、就学支援委員会で協議

をします。 

⑤ 教育委員会から、在籍校と保護者に協議の結果をお知らせして入室が決定します。 

 

＜サポートルーム利用相談の流れ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 相談開始(保護者・学校) 

（各在籍校にて） 

 

① 学級担任・特別支援コーディネーター等と相談 

・児童の様子、不満、不安等から 

・相談機関、医師等の助言から 

・その他 

 

② ｢特別支援教室 就学相談及び心理

検査申込書｣を提出（在籍校へ） 

② 在籍校へ「特別支援教室 就学相談及び心理検査申込

書」（様式１）を提出 

心理発達検査の結果があれば在籍校にコピーを提出 

※心理発達検査結果がある場合には(様式１)に代え

て「特別支援教室 就学相談申込書」(様式２)を提出 

 

学校が「特別支援教室 就学相談及び心

理検査申込書」を教育センターに提出 

③ 学校から連絡をもらったあとに、

面談と心理発達検査の実施日を予

約（教育センターに電話） 

③ 教育センターでの相談及び心理発達検査日を決める 

・学校からの書類（保護者らの申込書と学校作成書

類）に基づいて、面談及び心理発達検査日を予約す

る 

 ※教育センターに電話で予約する 

 ※面談と心理発達検査は同じ日に実施 

④ 面談（児童と保護者）・心理発達検査（児童）を実施 

※児童と保護者が一緒に教育センターに行く 

※基本的に 14：00～16：00 の２時間を予定 

④ 面談と心理発達検査を実施 

（教育センター）約２時間 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

退室について 

 学年進行や学校のサイクルが年度単位であることを踏まえ、「原則の指導期間」は１年間です。 

入室時における課題について改善が図れ、在籍学級で集団生活に適応できるようになってきたら、

退室について関係者で相談します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 心理発達検査の結果を説明 

（教育センター）約３０分 

⑥ サポートルームでの体験を実施 

（各在籍校） 

⑦ 就学支援委員会 

利用決定通知書の発送 

⑤ 心理発達検査の結果を保護者に説明 

（検査結果は、在籍校にも送られてくるので、結果

とその支援や対応について学校で相談する） 

⑥ 体験実施日は、在籍校で相談して決定する 

※心理発達検査前に実施することもある 

⑦ 就学支援委員会の結果は、学校から伝えられる 

※利用可能の場合は、「利用申込書」を在籍校から渡

されるので、記入後に在籍校に提出する 

 

学務課の特別支援担当から在籍校に発送される 

・サポートルーム（特別支援教室） 

利用開始 



Ⅲ 指導計画 

 

１.教室の目標 

 個々の児童の発達の状態を的確に把握し、望ましい行動を増やしたり困難さの改善を図ったりす

る中で、心身の調和的発達の基盤を培い、自信をもって生き生きと生活できる児童を育てる。 

① あきらめないでやりぬく子 

② 体をたくさん働かす子 

③ 約束を守る子 

④ 友達と仲良くできる子 

 

２.目標を達成するための基本方針 

① 特性の受容や困難さの克服や改善、適応力を高めるために自立活動を指導の中心とし、個々の児

童の実態に合わせた支援を行う。 

② 児童の発達や特性の状態に応じた時程を組み、主として個別指導を行う。児童の実態に応じて小

集団指導も併用して効果的な指導を工夫する。 

③ 個々の児童についての指導記録、ケース会議等により指導の成果を検討し合うとともに、教師相

互の協力関係を常に見直し、指導の改善・充実に努める。 

④ 連携型個別指導計画の作成をはじめ、日常の指導や進路について在籍校、保護者および関係諸機

関との連携を密にし、指導効果の向上に努める。 

 

３.指導の重点 

① 自己理解を深め、自己を統制する力や、自分にとっての良い判断・行動を選択する力を高めてい

く。 

② 言語理解や言語表現力を高め、言葉で感情や意思を伝えることができるようにする。 

③ 安心できる人間関係の中で情緒の安定を図るとともに、自己有能感を育てるようにする。 

④ 児童相互の関わりを重視し、集団生活における望ましい態度や習慣を身に付け、行動できるよう

にする。 

⑤ 微細・粗大運動を通して手先の巧緻性や全身の協応する力を養い、自信をもって友達と一緒に活

動することができるようにする。 

 

 

 



Ⅳ 指導の形態 

個別指導及び小集団指導や在籍校での支援を原則とする。 

① 原則として週２時間で個別指導及び小集団指導を併用して行う。 

② 指導・支援時間は、児童の実態を考慮して決定する。 

③ 在籍学級の行事参加は基本的に優先される。 

 

Ⅴ 指導内容 

 

１.自立活動 

  個々の児童が自立を目指し、特性による学習上又は生活上の困難を主体的に改善・克服するた

めに必要な知識、技能、態度及び習慣を養い、自信をもって心身の調和的発達の基盤を培う。 

① 健康の保持（生活リズム、生活習慣、健康の維持・管理・改善） 

② 心理的な安定（情緒の安定、意欲） 

③ 人間関係の形成（他者との関わり、感情・自己調整、集団参加） 

④ 環境の把握（感覚、認知） 

⑤ 身体の動き（姿勢、運動、動作、移動） 

⑥ コミュニケーション（言語受容と表出、選択と活用、状況に応じたコミュニケーション） 

 主な内容としては、 

 ・他人の言動への興味や学び、社会的承認への理解、役割行動をとる、協力する。 

 ・音声の記憶や理解、語彙を増やす、言葉で伝える、気持ち・行動・状況の言語化・場面に応じた

伝え方、言語的概念形成、数・量的概念形成などの力を高める。 

 ・手指の基本的な動き、視覚・聴覚との協応、集中力を高める、道具の使い方、目的をもって作る。 

 ・各部位ごとの基本的な動きと協応動作、平衡感覚、体力・筋力を養う、感覚統合が挙げられる。 

 

 ※教科を用いた自立活動は、児童の実態に応じて行う。（教科の補充は行わない） 

 

２.相談 

児童の情緒の安定を図り、自己理解・自己認識を育成する。また、自己有能感を育み、自己

解決能力を培う。 

① 情緒の安定や不安感の解消 

② 一般常識の理解、状況判断 

③ 自分の感情・言動の理解、対処法の認識 

④ 長所の認識・自信や自尊感情 

 



Ⅵ  年間予定 

 

＜１学期＞ 

４月下旬       個人面談 

７月下旬       個人面談 

 

  

＜２学期＞ 

１１月上旬       来年度継続利用・終了調査 

             サポートルーム申し込み締め切り 

１２月下旬        個人面談 

 

＜３学期＞ 

３月中旬～        個人面談（「特別支援教室に関する確認書」記入） 

 


